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月 日 (曜) 実 施 事 項 志 願 者 ・ 保 護 者 の 手 続 等

11.30 (水) 出 願 ○ 出願に必要な次の書類等を整えて、所定の封筒を用い簡易書留
により郵送する。郵便局窓口へ提出し、控えを保管しておくこと。～

※ 志願者ごとに保護者が郵送する。出願は郵送に限る。
※ 出願期間の最終日(12月２日(金))までの消印のあるものを

12.２ (金) 有効とする。
○ 出願に必要な書類等
１ 入学願書 １部
２ 入学選抜手数料2,200円（岡山県収入証紙を入学願書に貼付。）
３ 志願者の写真（入学願書に貼付。）
４ 調査書（厳封してあるもの。） １部
５ 返信用封筒 ２通
※ 返信先の住所等を明記した所定の封筒。それぞれに460円分
の切手を貼付する。

［問合せ及び提出先］

岡山操山中学校を志願する者
岡山県立岡山操山中学校
〒703-8573 岡山市中区浜412番地 TEL 086-272-9836

倉敷天城中学校を志願する者
岡山県立倉敷天城中学校
〒710-0132 倉敷市藤戸町天城269番地 TEL 086-429-3494

津山中学校を志願する者
岡山県立津山中学校
〒708-0051 津山市椿高下62番地 TEL 0868-22-3301

岡山大安寺中等教育学校を志願する者
岡山県立岡山大安寺中等教育学校
〒700-8761 岡山市北区北長瀬本町19番34号 TEL 086-255-5013

12.９ (金) 受検票等受領 ○ 郵送により受領するもの
以降 １ 受検票（受検番号が記入されたもの。）

２ 適性検査・面接当日の日程、集合時刻、検査会場図、留意事項
等の案内

○ 12月13日(火)までに届かない場合は、志願校へ問い合わせる。

月 日 (曜) 実 施 事 項 志 願 者 ・ 保 護 者 の 手 続 等

1.７ (土) 適性検査・面接 ○ 受検票は、入学するまでの様々な手続に必要となるので、受
検後も大切に保管しておく。 ［会場］ 志願校

1.20 (金) 選抜結果の受領 ◎ 適性検査・面接を受検した志願者全員に選抜結果を通知する。
までに ○ １月23日(月)までに届かない場合は、受検した中学校又は中

等教育学校に問い合わせる。
○ 通知を受領したら、速やかに選抜結果を在学している小学校
等に伝える。

1.24 (火) 入学確約書の提出 ○ 合格者の保護者は、受検した中学校又は中等教育学校の校長～

に入学確約書を提出する。
1.26 (木)

○岡山県立中学校、高等学校及び中等教育学校の通学区域に関する規則（抄）
（昭和30年岡山県教育委員会規則第13号）

第３条第１項 中学校及び中等教育学校の学区は、全県とする。（以下略）
第４条第１項 中学校又は中等教育学校に入学(転学及び編入学を含む。)を出願しようとする者は、
その保護者（成年に達した生徒にあっては、本人。以下同じ。）の現住所が岡山県内になければな
らない。（以下略）

第４条の２第１項 やむを得ない理由があると認められる者は、前条第１項の規定にかかわらず、保
護者の現住所が岡山県内にない場合であつても、中学校又は中等教育学校に出願することができる。
（以下略）
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※受検番号

　わたくしは、貴校第１学年に入学したいので、出願します。

　もし、事実と相違しているときは、除籍されましても異議を申し立てないことを

誓約します。

岡 山 県 立 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 校 長　　殿

志願者写真

1 縦4㎝、横3㎝
2 正面上半身、無帽
3 令和４年11月1日
　以降に撮影のもの
4 白黒、カラーを問
　わない。
5 裏面に在学小学校
  名及び氏名を記入
  して貼付する。

ふ　り　が　な

令和　　　年　　　月　　　日

発 行 者

受検会場

適性検査・面接日程

　集 合 時 刻　 8：50

　適性検査Ⅰ　 9：30～10：15

　適性検査Ⅱ　10：45～11：30

　面　　　接　13：00～

１　検査は、令和５年１月７日(土)に行い

　ます。 

２　集合時刻に遅刻しても午前９時50分ま

　でであれば、受検できます。

３　受検中は、この受検票を常に所持して

　おきなさい。

志 願 者

氏 　 名

在 　 学

小学校名

※

受検番号

岡山県立○○○○○学校

校長　○　○　○　○

岡山県立○○○○○学校

入学願書と同様に記入する

○○市（町村）立から記入する

入　学　願　書

受　　検　　票

在学小学校名

志願者署名

保護者署名

志 願 者

氏 　 名

在 　 学

小学校名

※

受検番号

岡山県収入証紙2,200円分

を貼ってください。

消印しない

こと〔　　　〕

入学願書と同様に記入する

受検票と同様に記入する

全
面
に
の
り
付
け
す
る

入学選抜手数料

岡山県収入証紙は、岡山

県庁売店、各県民局、

主要警察署等で購入でき

ます。

郵便局等で販売している

収入印紙とは異なります

ので注意してください。

記 入 上 の 注 意

発送日前日の日付を記入する

受検票と同様に記入する

本人が記入する

本人が記入する

（〒　　　　　　　　）

１　志願者　現住所

記

実際に住み、生活している場所を郡市名から記入する

（〒　　　　　　　　）

２　保護者　現住所

【連絡先電話番号】

    ○通常の場合　［　連絡先を記入　］  電話番号を記入

    ○緊急の場合　［　連絡先を記入　］  電話番号を記入

志願者の欄と同様に記入する
志願者と同じ場合は「志願者と同じ」のように記入してもよい

全面にのり付けする
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１　黒又は青インク（ボールペン可）を使用し、かい書ではっきりと書いてください。消せ
　るボールペンは、使用しないでください。

２　※欄には記入しないでください。

３　志願者署名及び保護者署名は、住民票どおりに、それぞれ本人が記入してください。

４　保護者とは、児童に対して親権を行う者、親権を行う者がないときは未成年後見人を指
　します。

５　「受検票」「入学選抜手数料」にも、志願者氏名及び在学小学校名を必ず記入してくだ
  さい。

６　現住所は、生活の本拠として実際に住み、生活している場所を記入してください。した
  がって、必ずしも住民票の住所と一致するとは限りません。

７　保護者が二人いて、一方の保護者の現住所が県外の場合は、出願に先立って学区外出願
  の許可が必要です。ただし、別居の理由が勤務地のためのいわゆる単身赴任の場合に限り、
　学区外出願を省略することができます。その際は、岡山県内に居住する保護者の現住所を
  記入してください。

８　保護者の現住所が志願者と同一の場合は、「志願者と同じ」のように記入して構いません。

９　連絡先電話番号の [　　　] は、「自宅」「父の携帯電話」などのように連絡先を記入し、
　その右に電話番号を記入してください。

10　学区外出願者は、学区外出願許可通知書を添付してください。

11　誤記入をした場合は、該当部分を二重線で抹消し、訂正してください。訂正印の押印は
　不要です。
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※受検番号

　わたくしは、貴校第１学年に入学したいので、出願します。

　もし、事実と相違しているときは、除籍されましても異議を申し立てないことを

誓約します。

志願者写真

1 縦4㎝、横3㎝
2 正面上半身、無帽
3 令和４年11月1日
　以降に撮影のもの
4 白黒、カラーを問
　わない。
5 裏面に在学小学校
  名及び氏名を記入
　して貼付する。

ふ　り　が　な

令和　　　年　　　月　　　日

発 行 者

受検会場

適性検査・面接日程

　集 合 時 刻　 8：50

　適性検査Ⅰ　 9：30～10：15

　適性検査Ⅱ　10：45～11：30

　面　　　接　13：00～

１　検査は、令和５年１月７日(土)に行い

　ます。 

２　集合時刻に遅刻しても午前９時50分ま

　でであれば、受検できます。

３　受検中は、この受検票を常に所持して

　おきなさい。

志 願 者

氏 　 名

在 　 学

小学校名

※

受検番号入　学　願　書

受　　検　　票

在学小学校名

志願者署名

保護者署名

志 願 者

氏 　 名

在 　 学

小学校名

※

受検番号

岡山県収入証紙2,200円分

を貼ってください。

消印しない

こと〔　　　〕

入学選抜手数料

（〒　　　　　　　　）

１　志願者　現住所

記

（〒　　　　　　　　）

２　保護者　現住所

【連絡先電話番号】

    ○通常の場合　［　　　　　　　　］

    ○緊急の場合　［　　　　　　　　］　　　　　　　　　

岡山県立岡山操山中学校

校長　武　内　洋　二

岡山県立岡山操山中学校

岡 山 県 立 岡 山 操 山 中 学 校 長　　殿



１　黒又は青インク（ボールペン可）を使用し、かい書ではっきりと書いてください。消せ
　るボールペンは、使用しないでください。

２　※欄には記入しないでください。

３　志願者署名及び保護者署名は、住民票どおりに、それぞれ本人が記入してください。

４　保護者とは、児童に対して親権を行う者、親権を行う者がないときは未成年後見人を指
　します。

５　「受検票」「入学選抜手数料」にも、志願者氏名及び在学小学校名を必ず記入してくだ
  さい。

６　現住所は、生活の本拠として実際に住み、生活している場所を記入してください。した
  がって、必ずしも住民票の住所と一致するとは限りません。

７　保護者が二人いて、一方の保護者の現住所が県外の場合は、出願に先立って学区外出願
  の許可が必要です。ただし、別居の理由が勤務地のためのいわゆる単身赴任の場合に限り、
　学区外出願を省略することができます。その際は、岡山県内に居住する保護者の現住所を
  記入してください。

８　保護者の現住所が志願者と同一の場合は、「志願者と同じ」のように記入して構いません。

９　連絡先電話番号の [　　　] は、「自宅」「父の携帯電話」などのように連絡先を記入し、
　その右に電話番号を記入してください。

10　学区外出願者は、学区外出願許可通知書を添付してください。

11　誤記入をした場合は、該当部分を二重線で抹消し、訂正してください。訂正印の押印は
　不要です。（注意）　受検票を無くしたり、忘れたりした

　　　ときは、岡山操山中学校に連絡してく

　　　ださい。



※受検番号

　わたくしは、貴校第１学年に入学したいので、出願します。

　もし、事実と相違しているときは、除籍されましても異議を申し立てないことを

誓約します。

志願者写真

1 縦4㎝、横3㎝
2 正面上半身、無帽
3 令和４年11月1日
　以降に撮影のもの
4 白黒、カラーを問
　わない。
5 裏面に在学小学校
  名及び氏名を記入
　して貼付する。

ふ　り　が　な

令和　　　年　　　月　　　日

発 行 者

受検会場

適性検査・面接日程

　集 合 時 刻　 8：50

　適性検査Ⅰ　 9：30～10：15

　適性検査Ⅱ　10：45～11：30

　面　　　接　13：00～

１　検査は、令和５年１月７日(土)に行い

　ます。 

２　集合時刻に遅刻しても午前９時50分ま

　でであれば、受検できます。

３　受検中は、この受検票を常に所持して

　おきなさい。

志 願 者

氏 　 名

在 　 学

小学校名

※

受検番号入　学　願　書

受　　検　　票

在学小学校名

志願者署名

保護者署名

志 願 者

氏 　 名

在 　 学

小学校名

※

受検番号

岡山県収入証紙2,200円分

を貼ってください。

消印しない

こと〔　　　〕

入学選抜手数料

（〒　　　　　　　　）

１　志願者　現住所

記

（〒　　　　　　　　）

２　保護者　現住所

【連絡先電話番号】

    ○通常の場合　［　　　　　　　　］

    ○緊急の場合　［　　　　　　　　］　　　　　　　　　

岡山県立倉敷天城中学校

校長　藤　井　省　吾

岡山県立倉敷天城中学校

岡 山 県 立 倉 敷 天 城 中 学 校 長　　殿



１　黒又は青インク（ボールペン可）を使用し、かい書ではっきりと書いてください。消せ
　るボールペンは、使用しないでください。

２　※欄には記入しないでください。

３　志願者署名及び保護者署名は、住民票どおりに、それぞれ本人が記入してください。

４　保護者とは、児童に対して親権を行う者、親権を行う者がないときは未成年後見人を指
　します。

５　「受検票」「入学選抜手数料」にも、志願者氏名及び在学小学校名を必ず記入してくだ
  さい。

６　現住所は、生活の本拠として実際に住み、生活している場所を記入してください。した
  がって、必ずしも住民票の住所と一致するとは限りません。

７　保護者が二人いて、一方の保護者の現住所が県外の場合は、出願に先立って学区外出願
  の許可が必要です。ただし、別居の理由が勤務地のためのいわゆる単身赴任の場合に限り、
　学区外出願を省略することができます。その際は、岡山県内に居住する保護者の現住所を
  記入してください。

８　保護者の現住所が志願者と同一の場合は、「志願者と同じ」のように記入して構いません。

９　連絡先電話番号の [　　　] は、「自宅」「父の携帯電話」などのように連絡先を記入し、
　その右に電話番号を記入してください。

10　学区外出願者は、学区外出願許可通知書を添付してください。

11　誤記入をした場合は、該当部分を二重線で抹消し、訂正してください。訂正印の押印は
　不要です。（注意）　受検票を無くしたり、忘れたりした

　　　ときは、倉敷天城中学校に連絡してく

　　　ださい。



※受検番号

　わたくしは、貴校第１学年に入学したいので、出願します。

　もし、事実と相違しているときは、除籍されましても異議を申し立てないことを

誓約します。

志願者写真

1 縦4㎝、横3㎝
2 正面上半身、無帽
3 令和４年11月1日
　以降に撮影のもの
4 白黒、カラーを問
　わない。
5 裏面に在学小学校
  名及び氏名を記入
　して貼付する。

ふ　り　が　な

令和　　　年　　　月　　　日

発 行 者

受検会場

適性検査・面接日程

　集 合 時 刻　 8：50

　適性検査Ⅰ　 9：30～10：15

　適性検査Ⅱ　10：45～11：30

　面　　　接　13：00～

１　検査は、令和５年１月７日(土)に行い

　ます。 

２　集合時刻に遅刻しても午前９時50分ま

　でであれば、受検できます。

３　受検中は、この受検票を常に所持して

　おきなさい。

志 願 者

氏 　 名

在 　 学

小学校名

※

受検番号入　学　願　書

受　　検　　票

在学小学校名

志願者署名

保護者署名

志 願 者

氏 　 名

在 　 学

小学校名

※

受検番号

岡山県収入証紙2,200円分

を貼ってください。

消印しない

こと〔　　　〕

入学選抜手数料

（〒　　　　　　　　）

１　志願者　現住所

記

（〒　　　　　　　　）

２　保護者　現住所

【連絡先電話番号】

    ○通常の場合　［　　　　　　　　］

    ○緊急の場合　［　　　　　　　　］　　　　　　　　　

岡山県立津山中学校

校長　赤　松　一　樹

岡山県立津山中学校

岡 山 県 立 津 山 中 学 校 長　　殿



１　黒又は青インク（ボールペン可）を使用し、かい書ではっきりと書いてください。消せ
　るボールペンは、使用しないでください。

２　※欄には記入しないでください。

３　志願者署名及び保護者署名は、住民票どおりに、それぞれ本人が記入してください。

４　保護者とは、児童に対して親権を行う者、親権を行う者がないときは未成年後見人を指
　します。

５　「受検票」「入学選抜手数料」にも、志願者氏名及び在学小学校名を必ず記入してくだ
  さい。

６　現住所は、生活の本拠として実際に住み、生活している場所を記入してください。した
  がって、必ずしも住民票の住所と一致するとは限りません。

７　保護者が二人いて、一方の保護者の現住所が県外の場合は、出願に先立って学区外出願
  の許可が必要です。ただし、別居の理由が勤務地のためのいわゆる単身赴任の場合に限り、
　学区外出願を省略することができます。その際は、岡山県内に居住する保護者の現住所を
  記入してください。

８　保護者の現住所が志願者と同一の場合は、「志願者と同じ」のように記入して構いません。

９　連絡先電話番号の [　　　] は、「自宅」「父の携帯電話」などのように連絡先を記入し、
　その右に電話番号を記入してください。

10　学区外出願者は、学区外出願許可通知書を添付してください。

11　誤記入をした場合は、該当部分を二重線で抹消し、訂正してください。訂正印の押印は
　不要です。（注意）　受検票を無くしたり、忘れたりした

　　　ときは、津山中学校に連絡してくださ

　　　い。



※受検番号

　わたくしは、貴校第１学年に入学したいので、出願します。

　もし、事実と相違しているときは、除籍されましても異議を申し立てないことを

誓約します。

志願者写真

1 縦4㎝、横3㎝
2 正面上半身、無帽
3 令和４年11月1日
　以降に撮影のもの
4 白黒、カラーを問
　わない。
5 裏面に在学小学校
  名及び氏名を記入
　して貼付する。

ふ　り　が　な

令和　　　年　　　月　　　日

発 行 者

受検会場

適性検査・面接日程

　集 合 時 刻　 8：50

　適性検査Ⅰ　 9：30～10：15

　適性検査Ⅱ　10：45～11：30

　面　　　接　13：00～

１　検査は、令和５年１月７日(土)に行い

　ます。 

２　集合時刻に遅刻しても午前９時50分ま

　でであれば、受検できます。

３　受検中は、この受検票を常に所持して

　おきなさい。

志 願 者

氏 　 名

在 　 学

小学校名

※

受検番号入　学　願　書

受　　検　　票

在学小学校名

志願者署名

保護者署名

志 願 者

氏 　 名

在 　 学

小学校名

※

受検番号

岡山県収入証紙2,200円分

を貼ってください。

消印しない

こと〔　　　〕

入学選抜手数料

（〒　　　　　　　　）

１　志願者　現住所

記

（〒　　　　　　　　）

２　保護者　現住所

【連絡先電話番号】

    ○通常の場合　［　　　　　　　　］

    ○緊急の場合　［　　　　　　　　］　　　　　　　　　

岡山県立岡山大安寺中等教育学校

校長　竹　内　成　長

岡山県立岡山大安寺中等教育学校

岡山県立岡山大安寺中等教育学校長　　殿



１　黒又は青インク（ボールペン可）を使用し、かい書ではっきりと書いてください。消せ
　るボールペンは、使用しないでください。

２　※欄には記入しないでください。

３　志願者署名及び保護者署名は、住民票どおりに、それぞれ本人が記入してください。

４　保護者とは、児童に対して親権を行う者、親権を行う者がないときは未成年後見人を指
　します。

５　「受検票」「入学選抜手数料」にも、志願者氏名及び在学小学校名を必ず記入してくだ
  さい。

６　現住所は、生活の本拠として実際に住み、生活している場所を記入してください。した
  がって、必ずしも住民票の住所と一致するとは限りません。

７　保護者が二人いて、一方の保護者の現住所が県外の場合は、出願に先立って学区外出願
  の許可が必要です。ただし、別居の理由が勤務地のためのいわゆる単身赴任の場合に限り、
　学区外出願を省略することができます。その際は、岡山県内に居住する保護者の現住所を
  記入してください。

８　保護者の現住所が志願者と同一の場合は、「志願者と同じ」のように記入して構いません。

９　連絡先電話番号の [　　　] は、「自宅」「父の携帯電話」などのように連絡先を記入し、
　その右に電話番号を記入してください。

10　学区外出願者は、学区外出願許可通知書を添付してください。

11　誤記入をした場合は、該当部分を二重線で抹消し、訂正してください。訂正印の押印は
　不要です。（注意）　受検票を無くしたり、忘れたりした

　　　ときは、岡山大安寺中等教育学校に連

　　　絡してください。
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 (2) グローバル社会で活躍できる人材を育成するために 

① ６年間の教育活動全般にわたり、幅広い教養を身に付け、ICT の活用、ディベート、弁論大会、発表

などの学習活動を充実し、コミュニケーション能力の育成を図る。 

② 中学校における教育課程の特例を活用した学校独自の教科「コミュニケーション」の設置、外国人講

師との授業、イングリッシュサマーキャンプ、高等学校における「総合的な探究の時間」の学習活動

を通じて、コミュニケーション能力の育成にかかわる教育を充実する。 

③ 課外活動の一つとして「SOZAN 国際塾」を設置し、各種コンテスト、オーストラリア等への海外研

修による課題研究、スピーチコンテストやディベート、弁論等によるコミュニケーションスキルの向上、

及び学習支援ボランティアや街頭募金等の社会貢献活動に取り組む。 

④ WWL（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業における「カリキュラム開発

拠点校」の指定（令和２年度～５年度）を受け、グローバル・リーダーとして必要な資質・能力の育

成を図る。 

 

(3) 基礎基本を確実に身に付け、個性や才能を最大限伸長するために 

① 基礎基本の確実な定着 

中 学 校 〇数学、英語における習熟度別少人数指導やティーム・ティーチング 

高等学校 〇各自の学習スタイルに応じた科目選択、数学・英語における少人数指導 

② 個性や才能を伸ばすための幅広い選択教科・科目の開設 

③ 特色ある授業 

○選択科目「レクチャー」（中学校１・３年生） 

  中高教員による協同授業。興味深い内容や題材を通して、学問の奥深さや面白さを実感させ、知的好 

奇心の喚起、学習意欲の向上を目指す。 

○社会人講師による授業 

 大学教員や医師、学芸員、企業人など、各分野の専門家による特別授業。各教科のほか、安全教育 

や健康教育、コミュニケーション能力育成など幅広い分野において、講義や実習を通じて、中学校 

の授業では得られないような高度な知識や技能を習得する。 

④ 個に応じた指導の充実 

○ティーム・ティーチングや一人一人の学習ペース・習熟度に応じた少人数指導 

○放課後の補充学習等の個別指導や定期考査前の質問教室 

 

(4) 豊かな人間性や社会性を身に付けるために 

① 異年齢集団による学びの場の充実 

中・高等学校生徒がともに活動する学校行事、生徒会活動、部活動を通じて、社会性や自立性、責任感

など、心の成長を図る。 

② 特別活動や道徳教育の充実 

絵本作成プログラム、ピア・サポート、ボランティア活動など様々な体験的な学習を取り入れながら、

未来に向けて人生や社会を切りひらく豊かな人間性や、社会の一員としての自覚を育成する。 

③ カウンセリング体制の充実 

生徒の心の居場所となるような、温かい雰囲気の「心の相談室」を設置。「心の相談室」では、スクー

ルカウンセラーや中高教員が生徒や保護者の様々な相談に対応し、心身ともに健康な学校生活を送るた

めの助言や支援を行う。 

中 学 校 
〇レクチャー：国語、社会、数学、理科、英語から選択 

〇クリエイト：国語（書写）、音楽、美術、保健体育、技術、家庭から選択 

高等学校 

〇各自の学習スタイルや進路希望に応じた科目選択             

〇進路希望の実現を目指す多くの学校設定科目等               

（評論研究、社会科学研究、数学概論ε、ソルフェージュ、素描、構成等） 



岡 山 県 立 倉 敷 天 城 中 学 校 ・ 高 等 学 校

１ 学校規模（高等学校については令和４年度）
県立倉敷天城中学校 １学年120名（３学級）
県立倉敷天城高等学校 １学年240名（普通科５学級、理数科１学級）

２ 目指す教育
(1) 科学的思考力と創造力を身に付け、21世紀の社会を各分野で主体的に担っていくことができる生徒の
育成

(2) 幅広い知識と国際的な感覚を身に付け、国際社会で活躍できる知的バランスのとれた生徒の育成
(3) 豊かな人間性をもち、自分を律し他を尊重しながら個性を伸長する意欲ある生徒の育成

３ 教育課程の概要

学 年 区 学 習 の 身に付けたい 総合的な探究の時間
校 次 分 位置付け 力など

教 科 ・ 科 目 等
総合的な学習の時間

○進路選択と ○自分の人生と 個に応じて選択できる授業

３
進路実現 将来を考える Ａ

進学型単位制カリキュラムにより、個々の志望校に応じた大

個 学進学等に適した科目を多く開設し、数学・英語・理科など Ｍ

倉 性 ○専攻分野の ○個の確立・ ス ではさらに進度別や習熟度別の授業選択も可能

敷 伸 決定と探究 発展 ｜ Ａ

天
２
長 活動の深化 パ

城 ｜ 習熟度別授業【数・英・理・国】(主に高２・３年次) Ｋ

高 サ 基礎・基本を中心として、通常の進度で学習するコース

等 イ 基礎・基本に加えて、発展的な内容も学習するコース Ｉ

学 ○自立的学習 ○個性を磨き エ

校 発 態勢の確立 合い、個を ン 進度別授業【数・英】(高１年次) 学

展 伸ばす ス 中学校第３学年で先行学習した高校数学・高校英語を

（

１ 基 ○(理数科)自然 ○人生を選択 ハ 系統的・発展的に学習 総

礎 科学の専門的 する力の育成 イ 合

な学習 ス Ⅱ

ク

）

○探究活動の ○人間関係の ｜

推進による 充実と共生 ル

３
科学的思考力 に 課題研究

の習得 よ

個 ○主体的学習 ○個を知り、 る サ グ プな

倉 性 習慣を確立 生き方を探る 研 高等学校の内容を一部先行学習 イ ロ レる

敷 探 する ○生き方を学ぶ 究 道 数学・英語の一部を先行学習し、その他の エ

－

ゼほ

天 求 ○幅広い知識と （チャレンジ 開 教科でも発展的に教科の内容を深く学習 ン バ ンど

城 ２ コミュニケー ワーク） 発 ス ル テプ

中 ション能力の プ ( （

｜ロ

学 習得 ロ きめ細やかな指導 プ Ｃ 総 シフ

校 ○学ぶための ○人間関係の グ 徳 数学・英語における少人数指導 ロ Ａ 合 ョェ

生活基盤 基礎･基本を ラ グ Ｓ I ンッ

入 づくり 知る ム ラ Ｅ

）

研シ

１ 門 ○自然科学に 充分な授業時数の確保 ム 修ョ

基 興味を持ち、 45分× 7時間授業の実施 ) ナ

礎 基礎知識を ル

習得 必 修 教 科
等



４ 特色のある教育

人間関係づくりから個性の探求、適性に合った進路決定まで、６年間を４期に区分して指導する。

６年間の区分：入門基礎(中１)－個性探求(中２･３)－発展基礎(高１)－個性伸長（高２･３)

(1) 科学的思考力と創造力を育成するために

① 自ら課題を見つけ解決する力や柔軟な発想力を育むような自然体験活動や観察・実験を積極的に導入

② 科学的なものの見方や考え方を育む学校独自の教科「サイエンス」を開設

③ スーパーサイエンスハイスクール(SSH) 研究指定(令和２年度からⅣ期目)により、６年間の

カリキュラムを研究し、科学的思考力を育成するための CASEプログラムを導入

④ 一人一人がテーマを設定して取り組む「課題研究」における、全教員による指導や大学教員の

助言によるサポート体制の充実

⑤ 「全国物理コンテスト物理チャレンジ」「科学の甲子園ジュニア」「日本ジュニア数学オリン

ピック」等、コンテストへの積極的な挑戦

(2) 国際感覚と国際社会で活躍できる基礎を育成するために

① 国際社会において必要な自分の考えや意見を論理的に表現する力を伸ばす授業「グローバル」

を開設

② オーストラリア短期海外研修(希望者)

米国海外短期研修（高等学校・希望者）

③ 英語も含め人前でスピーチやプレゼンテーションを行う機会や「本物」に触れる体験を校内外

で多数設定

④ 各界の職業人を特別講師として招く「なるほどプロフェッショナル」や職業体験「チャレンジ

ワーク」等によるキャリア教育の充実

(3) 豊かな人間性と自律心、他者尊重の精神を育成するために

① 思いやりや社会性の育成など心の教育を充実

・ 異年齢集団の中で行う諸活動（学校行事、生徒会活動、部活動、ボランティア活動等）や

ピア・サポート、ライフスキル教育等を充実

② 地域との交流と地域貢献活動を充実

・ 地域の小学校・幼稚園の児童・園児との交流活動や学習支援、清掃活動等での地域の方々と

の協働

③ 学習相談、教育相談を充実

・ 生徒が希望する進路実現に向けた指導の充実、心の悩みへの早期対応

(4) 確かな学力を育む教育を展開するために

① 基礎的な学習から発展的な学習まで対応

・ 生徒一人一人の習熟の程度に応じた少人数授業を実施

② 系統性を重視した学習活動

・ ６年間の学習内容を弾力化（中学校において高等学校の学習内容の一部を先行して指導した

り、発展的に取り入れたりするなど、高等学校入学後を見据えたカリキュラム）

③ 45分×７時間授業による充分な年間授業時数の確保とサマーチャレンジ等による補充学習

④ 放課後等の個別指導によるきめ細かい指導や質問教室による主体的学習態度の育成

⑤ １人１台端末を活用して主体的に ICTを利用しながら学びを行う学習活動

◎学校独自の授業等（中学校）

サイエンス 「博物館実習」等の校外研修、CASE プログラム（思考力を段階的に高めるプロ

グラム）を導入し、思考操作に必要な概念を身に付ける。

グローバル 「言語技術」教育の充実により、論理的表現力、プレゼンテーション能力、コミ

ュニケーションスキルを伸ばす。

AMAKI 学 郷土・職業・平和等の題材を通して、自らの将来を考え、情報収集、データの分

析・まとめ方や研修によるプレゼンテーションスキルを習得する。

－12－



）級学２（名08 年学１　　
１学年240名（普通科５学級、理数科１学級）

２　目指す教育

岡山県立津山中学校 ・ 高等学校

１　学校規模（高等学校については令和４年度）
県 立 津 山 中 学 校
県立津山高等学校

 (1)  人間形成：敬愛の念を抱き、互いに錬磨し、自己の未来を切り拓く人間の育成
 (2)  真理追究：知的好奇心と探究心に満ち、生涯を通して真理を追究する人間の育成
 (3)  社会貢献：進取の気概と世界的視野を持ちながら、広く社会の発展に貢献する人間の育成

３　　教育課程の概要

学
校
年
次
区
分

区分の概要 教科活動 総合的な学習（探究）の時間 　　　　　特別活動

津
　
山
　
高
　
等
　
学
　
校

3

深
　
　
　
化

社会の発展に貢献する人間の育成

2

1

津
　
山
　
中
　
学
　
校

3

充
　
　
　
実

2

1

学習内容の深化

専門性を深める

授業の展開

個に応じた教育

進路希望に応じた

幅広い科目選択

先
端
科
学
技
術
研
修

十六夜プロジェクト

一人一人の目指す進路の実現

課題研究
自分と未来をつなぐ

・自然科学

・社会科学

・人文科学

エ
ク
ス
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

課題探究活動

自分と社会をつなぐ

・世界を知る

・日本を知る

・地域を知る

地
域
と
の
連
携
活
動

異
年
齢
交
流
活
動

ウ
ォ

キ
ン
グ
大
会

な
ど

エキスパート

講演会
社会人講師・

大学教授による

特別講義

イングリッシュ

キャンプ

No Japanese

Language

チャレンジ

ワーク
職場体験を通し

て地域を知る

修学旅行
世界最先端の

研究に触れる

修学旅行
最先端の研究に

触れる

宿泊研修

一歩前に踏

み出す力と

チームワー

クの養成

将来設計へ

の挑戦

新しい出会

いと価値観

の発見

自他への気

付きと生活

習慣の確立

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
奉
仕
活
動

サ
イ
エ
ン
ス
探
究
基
礎

道

徳

高１スタート

プログラム
中学からの進学生と高校から

の入学生が早期に融合する

・自己理解と人間関係づくり

・グループ研究

・郷土愛の育成

宿泊セミナー

学習活動の充実

実践、実験、

実感する活動

基礎学力の定着
基礎基本の

繰り返し

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

ロ

ド

"

"

充

実

基

礎

中１サポート

プログラム
津山中学生としての

自覚と誇りを育む

・仲間づくり

・学習ガイダンス

発

展

高め合う人間関係の構築 社会とのつながりの自覚
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